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　今年で36回目を迎える成田市民運動会が10月6日、中
台運動公園陸上競技場を会場に開催されました。当日はお
よそ1万人が参加し、さまざまな種目に挑戦。特に各小学
校区ごとに練習を続けてきた綱引きや玉入れなどの団体種
目では熱戦が展開され、参加者たちは競技を通じて地域の
親睦を深めながらスポーツの秋を満喫していました。

練習の成果を出し合って
成田市民運動会

皆の気持ちを一つにして

　2回目となったNARITA花火大会in印旛沼が10月
13日、八代地先の北印旛沼湖畔に昨年を上回る大
勢の観客を集めて開催されました。今年のテーマ
は「秋色の印旛沼に誘われて…」。午後7時30分か
ら1時間にわたり、約5,000発の花火が夜空を鮮や
かに染め上げました。中でも、音楽に合わせて花
火がうち上がる「音と光のシンフォニー」や最後を
飾った「2尺玉」には、観客席から大きな拍手と歓
声が上がりました。

大輪の花火に酔いしれて
NARITA 花火大会 in 印旛沼 2nd

　地元の伝承料理にもっと親しんでもらおうと、アグリライフなりたに
よる料理講習会が9月28日、中央公民館で開催されました。今回参加者
が挑戦したのは、山菜おこわ、なすのはさみ揚げ甘酢あん、巻きキャベ
ツの酢のもの、呉汁、じゃがいももちと、どれも手軽にできて栄養満点
の5品。会員から食材の生かし方や調理のポイントを教わった参加者は
「ありふれた食材でも一工夫でこんなにおいしくいただけるんですね」と
感心しきりでした。

伝えていきたい、この一品
成田の伝承料理講習会

協力して「じゃがいももち」を切り分ける

光と音で観客を魅了

　本市の友好都市韓国仁川広域市中区からサッカーチーム
が訪れ、10月13日、市サッカー協会の選抜チームと交流
試合を行いました。この試合はスポーツ交流を通じて両市
の親善を図ることを目的に、平成11年から相互に訪問を
しながら行われているもので、来年は本市のチームが韓国
を訪問する予定です。

サッカーを通じて国際交流
仁川広域市中区と親善サッカー

市協会ジュニアとのフレンドリーゲームも行われました

物伝人
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作
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作
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「作り方を若い人に教えてあげたいと思っ
ているんだ」と語る小坂いちさん

イグサを追加しながら手際よく編みこむ

小坂 いちさん（猿山）

「ボッチガサづくり」

成田 物伝人
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